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【研究目的】

鳥取県の事業所において、過去一年間でメンタルヘルスに関連 して不調を訴える事例

があった事業所は全体の46%にのばり、平均相談件数は 3.5件、平均休職者数は 1.2人

であつた (資料 1)。 メンタルヘルスは、鳥取県内の産業保健上重要な課題である。

最近、職域のメンタルヘルスの一次予防としてス トレスチェックを行 うことが制度化

されようとしている (2015年 12月 より施行 )。 今研究では、事業所労働者に対 して、

ス トレスチェックを行い、その結果から、事業所でのメンタルヘルス対策をたて、その

効果を評価 したので報告する。

【方法】

A事業所 (製造業)で、健康状況、生活習慣等の調査を行つている約 100人 を対象と

した。ス トレスチェックを行い、その結果を分析 し、結果に基づき、対策を立て、ス ト

レスチェックおよび対策の効果を評価 した。ス トレスチェックは職業性ス トレス簡易調

査票 57項目 (資料 2)により2014年 9月 に行った。ス トレスチェックの結果は全体、

部・課別、年代別の資料を作成 し、分析 した。対策は、ス トレスチェックの結果を考慮

した個別相談 (過重労働や健診結果の事後指導による面談等)、 管理者研修、セルフケ

アの講演等を行った。

【結果と考察】

約 100人の職業性ス トレス簡易調査票 57項 目の結果は、全体、部・課別で特徴的な

傾向はなかった。

年代別の「ス トレスの要因」(資料 3)を調べたところ 20歳代で他の年代と比較 して

「仕事のコン トロール度」、「技能の活用度」、「仕事の適正度」、「働きがい」が低い傾向

が見られた。経験年数が少ないほどその傾向が強くなつた。

年代別のス トレスによつておこる「′い身の反応」(資料 3)では、20歳代で他の年代と比

較して「不安感」、「疲労感」が強いことが明らかとなつた。



年代別の「上司や同僚家族や友人からの支援度」(資料 3)については、20歳代は上司か

らの支援度がやや低いと感 じている傾向がみられた。

経験年数の浅い若年労働者では、仕事の裁量度、技能の活用度等のス トレスと、その反

応は、経験年数を重ね、仕事に慣れるにしたがつて改善されると推測される。ただ、これ

まで健康に関連する相談等が若年者に多くみられる傾向があつたため、経験の浅い若年労

働者に対応したメンタルヘルの対策をたてた。

ス トレスチェックによる面談制度は2015年 12月 ス トレスチェック制度施行前のため整

備されていない。そのため、過重労働による面接、健康診断に伴う保健指導、メンタルヘ

ルスにおける相談において、20歳代が対象となつた場合に上記の結果を考慮して面談した。

安全衛生委員会では、ス トレスチェックの結果について検討し、20歳代の若年労働者ヘ

の対応が検討された。管理者研修では、ラインのケア、部下に対する傾聴、叱咤 。激励で

はなく傾聴 。支援型の必要性について講演会 (資料 4)を開くなどして、事業所全体でそ

の課題が認識できるようにした。

また、全員にセルフケアとしてス トレスに対する気づきと手軽にできるス トレス解消法

の講演会を開催した (資料 5)。 以上のような活動対策を通じて、若年労働者の相談は減少

した。

【結論】

メンタルヘルスの課題がス トレスチェックの分析によつて明確になった。安全衛生委

員会等で分析結果を議論 し、事業所全体でその課題が認識されるようになり、メンタル

ヘルスに関連する環境が改善された。
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資料 1(平成 25年度産業保健調査研究報告書 「鳥取県のメンタルヘルスの取 り組み状

況～平成 19年度調査との比較～」 (主任研究者 黒沢洋一)労働者健康福祉機構

資料1.過去一年間でメンタルヘルスに関連して不調

を訴える事停1の 有無 および事例の年齢層と役職
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「職業性ス トレス簡易調査票」の項目 (57項目)

「
日害
:■

Aあなたの仕事についてうかがいます。最もあてはまるものにOを付
けてください

.

1.非常にたくさんの仕事をしなければならない

2.時間内に仕事が処理しきれない

3 -生 懸命働かなければならない

4.かなり注意を集中する必要がある

5 高度の知誨や技術が必要なむずかしい仕事だ

6 勤務時間中はいつも仕事のことを考えていなければならない

フ からだを大変よく使う仕事だ

8.自分のベースで仕事ができる

9.自 分で仕事の順番・やり方を決めることができる

10 職場の仕事の方針に自分の意見を反映できる

11. 自分の技籠や知識を仕事で使うことが少ない

12.私の部署内で意見のくい違いがある

13 私の部署と他の部署とはうまが合わない

14.私の職場の雰囲気は友好的である

15.私の職場の作業環境 (騒 音、照明、温度、換気など)はよくない

16.仕事の内容は自分にあつている

17.働きがいのある仕事だ

B 最近1か 月間のあなたの状態についてうかがいますt最もあては

まるものにOを付けてください

1.活気がわいてくる

2.元気がいつはいだ

3. 生き生きする

4.怒 りを感じる

5.内心腹立たしい

6. イライラしてい

7 ひどく療れた

8 へとへとだ

9  だるい

10 気がはりつめている

11 不安だ

13 ゆううつだ

14 何をするのも面倒だ

15 物事に集中できない

16 気分が晴れない

17.仕事が手につかない

18 悲しいと感じる

19 めまいがする

20 体のら、しぶしが痛む

21 頭が警かつたり頭痛がする

すか?
7.上司
8.職場の同僚
9.配偶者、家族、友人等

D満足度について

1  仕事に満足だ

2.家 庭生活に満足だ

首筋や薦がこる

腰が痛い

目が療れる

動悸や息切れがする

胃腸の具合が思い

食欲がない

便秘や下痢をする

よく眠れない

22

23

24

25

26

27

28

29

Cあなたの周りの方々についてうかがいます,最もあてはまるものにOを
付けてください ,

次の人たちはとのくらい気軽に話ができますか?
1 上司
2 職場の同僚
3 配偶者、家族、友人等
あなたが困つた時、次の人たちはどのくらい頼りになりますか?
4.上 司
5_職場の同僚
6.配偶者、家族、友人等

あなたの個人的な問題を相談したら、次の人たちはどのくらいきいてくれま

【回答Fl i4段 階 :

Aそうた/まあそうだィややちがう/ら がう
B '3と んどなかつたィときどきあつた´

し1ま し,ま あった/ほ とんといつもあつた
0非常に/かなり/多 少/↑くない
0属足/まあ満足ノやや不満足/不 満77

÷労働省委託研究「労働の場におけるスト

レス及びその健康影響に関する研究」(平

成7年度～ ::年 度)(班長 加藤正明:



資料 3 資料 2に示 した「職業性ス トレス簡易調査票」57項目から下記を評価する。

該当する質問項目を示す。

「ス トレスの要因」

・心理的な仕事の負担 (量)

・心理的な仕事の負担 (質 )

・ 自覚的な身体的負担度

・職場の対人関係でのス トレス

・職場環境によるス トレス

・仕事のコン トロール度

・技能の活用度

・仕事の適正度

・働きがい

「′い身の反応」

・活気

・イライラ感

・疲労感

・不安感

・抑 うつ感

・身体愁訴

「上司や同僚家族や友人からの支援度」

・上司からのサポー ト

・同僚からのサポー ト

・家族からのサポー ト

・仕事や生活の満足度

資料 2 Al～ 3

資料 2 A4～ 6

資料 2 A7
資料 2 A12～ 14
資料 2 A15
資料 2 A8～ 10
資料 2 All
資料 2 A16
資料 2 A17

資料 2 Bl～ 3

資 料 2 B4～ 6

資 料 2 B7～ 9

資料 2 B10～ 1

資料 2 B13～ 1

資料 2 B19～ 2

2

8

9

資料 2 Cl,4,
資料 2 C2, 5,
資料 2 C3, 6,

資料 2 Dl, 2
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資料 4

精神障害に饉う脅資請求・決定件歌の推移

H20       ●21       H22         H23        H24

精神障害に係る労災請求・決定件数は増加傾向
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メンタ′Lヘルス対策の強化

①安全配慮義務違反による損害賠償責任を認め
る判幌の出現
(電通事件、最判平 1」 i,ビ l)

2労安衛法によるストレスチェック義務化

(2014.061911カ )ヽ

↓

☆メンタルヘルスに関しては ll業 1易 の薦任が重視
される傾向にある

今、職場で起きているここ

―アナログ技術―デジタル技術

―

「

技術

・ 他社との開発競争

・ 企業買収・合併

・ コスト翻減 一 海外進出
一生産・販売拠点の海外進出

―海外赴任者の増加

・ ハラスメント

過菫■薔、ストじス・メンタ′ιへ′ιス間目の増加

― 鰤 つ構懸 つヽ腐 轟彎魚織 饉輸千[

ストレスこ健康のモテ′ι
N10SHO職 業ストレスモテ′L
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:要
因

仕事上の

ストレス要因

②
仕 事外の

ストレス要因

緩衝要因

Ⅲ多ぬ的であり、複雑て|まあるが、逆にさまさまなアフローチが●I能となる

-0多 くがストレスを感じている

ストレス対策は

1メンタルヘルスケアの入り口
(21全労働者への対応の切り口
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管理監督者の役割

管理監督者とは、ラインのケアにおける上司のこと
職場のメンタルヘルスではキーパソン

管理監督者への教育研修が重要

①職場環境等の問題点の把握と改善
日常の職場管理、意見聴取、調査票の活用

②いつもとちがう部下の把握と対応

③部下からの相談への対応
コミュニケーション能力 傾聴法
産業保健スタッフ等へのパス

④メンタルヘルス不調の部下の職場復帰への支援



いつもこ違う郎下の把握こ対応

メンタルヘルスの早期発見で重要

・遅刻・早退・欠勤が増える
。仕事の能率が悪くなる
。ミスが目立つ
・元気がない など

硼

部下からの相談への

対応

ラインによるケ7
(上ηにようFFの心の健康づくら1)

早く気づくことが大切 ′

籠を聴く (積極的傾聴臓 )
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積極的傾聴法

国̈ :  机

活を開くこ毒の座●位置も重事です ′

職場組織への対応
～ス トレス要墨の織撮と改選～

ポイント

・部下が体む前こ同じ仕

「

をこむ
世るこ思い込春ない

。椰下の気持ちを受け止める

作獲鱗焼  人間繊係

情薬方法  総饉形態

(ア
■|■

雛場鷺境の野儀   改穣計画策定

鶴麟点の鶏憑   職場磯崚の改摯

ストレス要日を改善する努力を′



資料 5

魃彎響驚喩驀ξ夕義隧鍮等だ億‡

動≪

2.へ■ドマ■サージ

・動く

・寝る

・遊ぶ

1.′、ンドマ■サージ

3.奮77サージ
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4. 

…

良質磐睡眠のこ二:方

寝る前に自分なι:の I′うックス方法

寝室勝暗く、静かで、快適む温鷹・温度を

毎朝同じ時間に起ころ

起床織早い時間帯に  を浴びる

午後から夕方の適鷹じ運動

昼寝をするなら午薇3時前の20～30分
機斃攀勝医師の指示て正しく使えば書全

良質な願膿が大蠅 ξ

・輌寝前4時間の角?腫インをこらない

・輔寝前「時間のず攀じない

・腫眠栞代わιlの飲酒をしない
。食事・仕事を寝菫に持ち込審ない
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